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組織現勢（２月１日現在）
組　合　員　数 20,254 人
出　資　口　数 96,045 口
12・１月の新規加入 186 人
12・１月の増資口数 1,376 口

　

保
険
証
１
枚
で
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
の
が

「
皆
保
険
」
制
度
で
す
が
、
国
民
健

康
保
険
料
を
払
う
こ
と
が
で
き
ず
に

病
院
に
か
か
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た

り
、
治
療
費
の
心
配
か
ら
受
診
を
我

慢
し
て
死
に
至
る
事
態
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

﹃
サ
ン
デ
ー
毎
日
﹄
２
０
１
６
年

１
月
２４
日
号
の
特
集
「
名
ば
か
り
国

民
皆
保
険
に
殺
さ
れ
る
」
に
、
全
日

本
民
医
連
が
２
０
１
４
年
に
行
っ
た

「
手
遅
れ
死
亡
事
例
調
査
」
に
よ

る
、
全
国
で
５６
人
が
命
を
落
と
し
て

い
た
事
例
や
大
田
病
院
で
の
無
料
低

額
診
療
事
業
の
事
例
も
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

保
険
料
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
　

　

国
保
料
の
滞
納
者
は
全
国
で
約
３

６
０
万
世
帯
（
２
０
１
４
年
度
）
。

全
加
入
世
帯
全
体
の
約
１７
％
。

　

家
族
３
人
所
得
３
５
０
万
円
で
年

間
約
６０
万
円
の
保
険
料
や
、
年
間
所

得
２
５
０
万
円
の
４
人
家
族
で
年
４５

万
円
の
保
険
料
の
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
稼
働
所
得
の
な

い
赤
ち
ゃ
ん
も
保
険
料
を
払
っ
て
い

ま
す
。

最
大
の
要
因
は
国
庫
負
担
の
引
き
下
げ
　

　

国
は
１
９
８
４
年
、
そ
れ
ま
で
約

５
割
だ
っ
た
国
庫
負
担
率
を
２４
・
８

％
（
２
０
１
１
年
度
）
に
ま
で
半
減

し
ま
し
た
。
所
得
に
占
め
る
１
人
あ

た
り
の
保
険
料
負
担
は
９
・
９
％
と

大
企
業
の
健
保
組
合
の
倍
近
い
状
況

で
す
。

正
規
の
保
険
証
を
も
っ
て
い
て
も
病
院
の

窓
口
負
担
が
家
計
を
圧
迫
す
る
た
め
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
を
諦
め
る
人
も

　

生
き
て
い
け
る
賃
金
や
年
金
が
保

障
さ
れ
ず
、
一
方
で
社
会
保
障
の
削

減
、
負
担
増
や
消
費
税
増
税
が
家
計

を
圧
迫
し
て
い
る
背
景
が
あ
り
ま

す
。

大
田
病
院
は
２
０
０
９
年
か
ら
　
　
　

　
　
　
　
無
料
低
額
診
療
事
業
を
実
施

　

無
料
低
額
診
療
事
業
は
、
通
常
で

は
３
割
（
７０
歳
未
満
）
か
か
る
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
、
経
済
力
に
応

じ
て
減
額
、
ま
た
は
免
除
す
る
制
度

で
す
。
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
基
準

と
同
等
か
１
・
３
倍
ま
で
な
ら
全
額

免
除
に
。
ま
た
１
・
３
倍
か
ら
１
・

５
倍
ま
で
な
ら
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
大
田
病
院
医
療
相
談
室
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
０
３

－

３
７
６

２

－

８
４
２
１
（
代
表
）
。

今
後
も
社
会
保
障
改
悪
の
検
討
が
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す

　

安
倍
内
閣
は
昨
年
末
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報
酬

を
実
質
１
・
０３
％
引
き
下
げ
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
社
会
保
障
費
を
毎

年
２
２
０
０
億
円
削
減
し
、
医
療
崩

壊
を
招
い
た
小
泉
構
造
改
革
路
線
が

復
活
し
た
か
た
ち
で
す
。

　

今
あ
る
制
度
を
知
っ
て
、
権
利
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
力
で
　

目
標
を
達
成
　
　

　
さ
せ
ま
し
ょ
う

 

城
南
保
健
生
協
の
加
入
は
、
１
口

１
０
０
０
円
か
ら
で
す
。
月
々
の
会

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
会
さ
れ
る
時

は
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
お
預
か
り
し
た
出
資
金
は
、
訪
問

介
護
事
業
運
営
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
運
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

　

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
呼

び
か
け
で
、
全
国
で
２
０
０
０
万
人

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
城
南
の
保
健
１
・
２
月
合
併
号
」

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　統
一
署
名
」

に
同
封
し
た
署
名
用
紙
や
城
南
福
祉

医
療
協
会
の
各
診
療
所
や
城
南
医
薬

保
健
協
働
の
各
薬
局
に
あ
る
署
名
用

紙
へ
署
名
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仮
に
彼
を
Ｋ
氏
と
呼

ぶ
。
大
正
１３
年
の
生
ま

れ
。
生
涯
最
後
の
数
年

を
生
ま
れ
故
郷
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
で
過
ご
し

た
け
れ
ど
、
お
だ
や
か

に
死
を
迎
え
た
。
９３
歳
で
あ
っ
た
。

Ｋ
氏
は
山
梨
県
の
中
山
間
地
の
農
家

の
三
男
と
し
て
生
を
受
け
る
。
目
立

つ
存
在
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
小

学
生
の
頃
か
ら
百
姓
の
手
伝
い
を
し

て
家
業
を
助
け
る
少
年
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
当
時
の
農
村
の
子
ど
も
に
と

っ
て
一
般
的
な
生
活
で
あ
っ
た
▼
や

が
て
小
学
校
卒
業
。
青
年
学
校
に
通

い
な
が
ら
家
業
を
手
伝
っ
て
い
た
Ｋ

氏
に
転
機
が
訪
れ
る
。
昭
和

１０
年
代

の
半
ば
を
迎
え
て
い
た
日
本
は
、
中

国
戦
線
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
泥
沼

化
を
深
め
て
い
た
。
国
策
と
し
て
少

年
を
も
事
実
上
戦
地
へ
赴
か
せ
た
の

だ
。
Ｋ
氏
は
村
役
場
や
青
年
学
校
の

教
師
の
言
葉
に
従
い
渡
満
。
そ
の
名

も
青
少
年
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
。
ソ
連

と
の
国
境
に
近
い
寒
冷
地
で
あ
り
、

軍
隊
並
み
の
厳
し
い
訓
練
の
毎
日
で

あ
っ
た
け
れ
ど
、
実
戦
に
遭
遇
す
る

こ
と
は
な
く
、
Ｋ
氏
の
人
生
に
と
っ

て
最
も
思
い
出
深
い
青
春
の
時
期
で

あ
っ
た
▼
や
が
て
Ｋ
氏
も
現
地
召
集
。

関
東
軍
に
入
隊
。
国
民
党
軍
、
八
路

軍
と
の
戦
闘
。
現
地
調
達
と
い
う
名

の
略
奪
。
Ｋ
氏
は
こ
の
軍
隊
経
験
を

多
く
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が

て
ソ
連
の
参
戦
。
そ
れ
以
前
対
ソ
戦

は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
日
本
軍
部

の
方
針
で
、
関
東
軍
の
多
く
の
兵
士

が
南
方
に
送
ら
れ
て
無
惨
な
死
を
遂

げ
た
。
Ｋ
氏
は
敗
戦
と
と
も
に
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
。
そ
れ
で
も
仲
間
の
多

く
を
見
送
り
な
が
ら
も
復
員
。
国
家

に
翻
弄
さ
れ
た
青
春
で
あ
っ
た
。
Ｋ

氏
と
同
じ
時
代
を
生
き
た
世
代
の
戦

争
に
よ
る
死
は
、
敵
と
の
戦
闘
よ
り

も
餓
死
が
圧
倒
的
に
多
い
。
国
家
が

国
民
の
い
の
ち
を
奪
っ
た
の
だ
。

２０１５年度 仲間増やし
目標達成（４年連続）に向けて挑戦中です

ご家族やお友だちで城南保健生協に
加入していない方のご紹介をお願いします。

　●　毎年７００人の仲間（組合員）を増やす目標を
掲げています。

　●　３年連続で達成し、今年度４年連続に挑戦中です。
　●　２０１６年２月１０日現在、４８２人が増えました。
　●　年間目標７００人－４８２人＝残り２１８人です。

春の健康バスハイクのご案内
「世界遺産　富岡製糸場の旅」

　今回の旅は、群馬県。平成２６年に世界遺産に登録された富岡製
糸場の旅です。明治５年、生糸の品質向上と増産のために建てられ
た工場で、操業当初の主要な施設がそのまま現存しています。歴史
ある水澤観音も散策します。

【日にち】　４月２４日（日）雨天決行
【参加費】　大人　７，５００円

子ども（小学生以下）７，０００円
子ども（小学生未満）３，５００円

（座席を必要としない方）
昼食付き（水澤うどん）です！
詳しくは折り込みチラシか生協本部まで 明治５年操業の富岡製糸場

春と秋に健康バスハイクを行っています

健康づくり・まちづくりをすすめます

　
社
会
保
障
制
度
の
改
善
の
た
め
に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!

国
民
健
康
保
険
料
を
払
え
な
い
　
治
療
費
の
心
配
か
ら
受
診
を
我
慢
　


